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の
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来
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ら
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谷
川
の
橋
を
渡
る
と
、
山
道
は
登
り
に
な
っ

て
、
車
は
そ
こ
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。 

見
る
と
、
車
の
列
が
え
ん
え
ん
と
渋
滞
し
て

山
の
上
ま
で
行
列
し
て
い
る
。 

「
今
日
は
日
曜
だ
か
ら
行
楽
の
車
が
混
ん
で
い

る
の
か
な
」
と
運
転
の
王
君
が
言
う
。 

車
で
行
け
ば
歩
く
よ
り
楽
だ
、
と
思
っ
た
の

が
間
違
い
だ
っ
た
。
一
時
間
以
上
の
ろ
の
ろ
運

転
で
、
や
っ
と
目
的
地
付
近
に
た
ど
り
着
い
た

が
「
烏
来
温
泉
」
の
大
き
な
看
板
の
駐
車
場
も

満
杯
で
、
車
の
入
る
余
裕
は
全
く
無
か
っ
た
。

仕
方
な
く
今
回
は
諦
め
て
、
烏
来
温
泉
の
大
看

板
の
前
を
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、
又
、
渋
滞
の
車
の

列
に
割
り
込
ん
で
、
麓
に
下
っ
た
。 

 

１
９
４
９
年
１
月
、
ま
だ
医
学
生
だ
っ
た
私

は
、マ
ラ
リ
ア
医
療
隊
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、

烏
来
の
先
住
民
タ
イ
ヤ
ル
族
の
集
落
に
赴
い
た
。

メ
ン
バ
ー
は
台
湾
大
学
付
属
病
院
の
医
師
、
台

北
保
険
館
ス
タ
ッ
フ
、
医
学
院
学
生
ら
数
人
で

あ
る
。
未
舗
装
の
山
道
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
揺
ら

れ
、
台
北
か
ら
一
時
間
、
道
が
殆
ど
尽
き
た
所

で
車
を
降
り
た
。
こ
こ
か
ら
歩
い
て
山
道
に
入

る
。
人
が
歩
い
て
通
っ
た
道
の
両
側
は
膝
丈
の

草
が
茫
々
と
生
え
て
、
踏
み
固
め
ら
れ
た
急
斜

面
の
道
が
上
へ
続
い
て
ゆ
く
。
採
血
用
器
具
、

血
圧
計
、
聴
診
器
、
携
帯
顕
微
鏡
、
薬
品
な
ど

を
箱
に
入
れ
、
手
分
け
し
て
担
い
で
登
る
。 

集
落
は
遥
か
山
の
中
腹
に
あ
る
。
天
気
は
曇

り
、
霧
っ
ぽ
い
、
じ
っ
と
り
と
汗
が
流
れ
る
。

途
中
で
何
回
か
休
憩
し
、
昼
過
ぎ
に
や
っ
と
部

落
に
着
い
た
。案
内
人
が
広
場
の
真
ん
中
で「
医

師
が
来
た
！
」
と
大
声
で
叫
ぶ
。 

各
家
か
ら
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
住
民
が
現
れ
た
。
中

肉
中
背
で
、
顔
は
浅
黒
い
。
洗
い
ざ
ら
し
の
兵

隊
服
に
戦
闘
帽
を
か
ぶ
っ
た
男
も
居
る
。
足
に

は
旧
日
本
軍
の
兵
隊
靴
を
履
い
て
い
る
。
あ
ま

り
敏
捷
そ
う
で
は
な
い
。 

広
場
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
医
療
器
具
や
薬
の

入
っ
た
段
ボ
ー
ル
箱
を
、
集
会
所
に
運
び
入
れ

る
。
女
性
た
ち
も
ぞ
ろ
ぞ
ろ
出
て
き
た
。
戦
後

間
も
な
い
か
ら
、
地
味
な
ブ
ラ
ウ
ス
に
モ
ン
ペ

を
は
い
て
い
る
。 

男
た
ち
は
一
見
漢
族
と
さ
し
て
変
わ
り
な
い

が
、
女
性
た
ち
は
南
方
系
で
目
が
大
き
く
窪
ん

で
い
る
。 

子
供
ら
は
裸
足
が
多
い
。
彼
ら
の
言
葉
は
中

国
語
で
も
な
い
、
日
本
語
で
も
な
い
別
系
統
の

言
葉
で
、
流
れ
る
様
に
話
す
。
滑
ら
か
な
言
葉

で
東
南
ア
ジ
ア
諸
島
の
言
葉
と
源
を
同
じ
く
し

て
い
る
ら
し
い
。 

人
類
学
者
は
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
と
称
し

て
い
る
よ
う
だ
。
日
本
統
治
か
ら
ま
だ
日
に
ち

が
経
っ
て
い
な
い
か
ら
、
皆
、
日
本
語
を
上
手

に
話
す
。
診
療
を
始
め
る
。
診
察
も
採
血
検
査

も
特
に
嫌
が
ら
な
い
。 
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こ
こ
は
マ
ラ
リ
ア
し
ょ
う
け
つ
地
で
あ
る
か
ら
、

住
民
は
大
人
も
子
供
も
み
な
、
一
応
は
マ
ラ
リ

ア
の
洗
礼
を
受
け
て
い
る
ら
し
い
。
腹
部
を
触

診
す
る
と
、
脾
臓
が
腫
れ
て
い
る
人
が
多
い
。

子
供
ら
は
大
き
な
お
腹
に
触
る
と
擽
っ
た
が
っ

て
き
ゃ
あ
、
き
ゃ
あ
と
笑
っ
た
。
子
供
ら
は
朗

ら
か
で
明
る
い
。 



マ
ラ
リ
ア
検
診
が
終
わ
っ
て
、
一
般
患
者
も

診
察
す
る
。
特
別
な
病
気
は
な
さ
そ
う
だ
。 

夕
食
後
、
民
族
衣
装
で
美
々
し
く
飾
っ
た
女

性
た
ち
が
輪
に
な
っ
て
踊
っ
て
く
れ
た
。
皆
美

人
で
シ
ャ
イ
な
人
た
ち
だ
。
歌
を
教
え
て
貰
っ

た
が
、
談
笑
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
。 

近
く
の
谷
川
の
清
流
は
冷
た
く
て
顔
を
洗
う

と
気
持
ち
が
い
い
。
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
は
家
蚊
キ

ュ
レ
ッ
ク
ス
と
違
っ
て
、
こ
の
様
な
清
流
に
育

つ
そ
う
で
あ
る
。
夜
、
上
が
丸
い
小
さ
な
蚊
帳

に
学
生
５
人
が
、
頭
を
中
心
に
入
り
足
に
布
団

を
か
け
て
寝
た
。
下
半
身
は
蚊
の
攻
撃
か
ら
守

れ
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
朝
に
な
っ
て
寝
相
の

悪
い
男
は
蚊
帳
か
ら
は
み
出
し
て
無
防
備
に
手

足
を
蚊
に
食
わ
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
青
く
な
っ

て
、
予
防
薬
を
飲
ん
で
い
た
。
蚊
は
人
の
呼
気

に
含
ま
れ
る
炭
酸
ガ
ス
を
感
知
し
て
襲
っ
て
く

る
。 翌

日
、
村
人
の
見
送
り
に
手
を
振
っ
て
、
山

道
を
下
っ
た
。
霧
が
濃
く
立
ち
込
め
て
い
た
。 

快
い
疲
労
感
が
全
身
の
筋
肉
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
て
い
た
。 

   

 

癒しの美術館  地域の文化交流に貢献   
 
 
 
「シラヤアートスペース」は西武新宿線 小平駅前 ( 徒歩1分 ) に 
ある白矢眼科医院に併設するギャラリーです。２００６年５月にオープ 
ンしました。開設の目的として 
・地域の人々の交流の場・患者さんの眼の健康 ( 保養・憩い ) 
・新しい芸術家の発表の機会となる――を目ざしています。 
 
 
 
 
 
 
 
ことしの5月21日から31日まで「初夏の芸術祭

ス公演やショパンの曲とともにジョルジュ・サンド

とともに賑やかに開かれました。写真は医家芸術洋

〒 187-0041 東京都小平市美園町1-4-12 

http://www7.ocn.ne.jp/~shiraya/artspace

（ 広 告 ） 

シラヤアートスペース

展

白

に

シ

イ
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これまでにも医家芸術の写真

を２回、岩瀬光先生の個展、

矢勝一院長ら当地区の会員ら

よる美術と音楽のコラボレー

ョンなど、年間を通じ多数の
」を開きました。期間中にダン 

の作品朗読会など、背景の絵画 

楽部有志らによるコーラスです。

tel 042-341-0235 

.html 

ベントが展開されています。 


